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大城裕子教育長 新年度のあいさつ 

沖縄地方は例年より早めの梅雨入りとなりました。雨に濡れる紫陽花が美しい季節です。 

平素より、宮古島市の教育の推進にご尽力いただき、心より感謝申し上げます。 

さて、新型コロナウイルス感染症の世界的な流行は、学びのあり方を大きく変えました。ま

た、この変化を受けて私たちは、新型コロナウイルスの原因が生物多様性の破壊にあると言

われていること、その破壊に人間の様々な活動が深く関わっていることを認識し、これから

の生き方、これからの教育を考えていかなければなりません。新学習指導要領の理念を踏ま

えつつ、新たな時代を切り拓いていくために必要な「生きる力」を育み、子ども達を予測不可

能な新たな社会へと送り出すために、総力をあげて取り組むべき時です。 

昨年度は、令和４年度から令和８年度までの５年間の宮古島市、そして、宮古島市の教育

のビジョンを描き、計画し、纏める重要な年度でした。「第２次宮古島市総合計画（後期計

画）」、「第３次宮古島市教育大綱」、「第３次宮古島市教育ビジョン」、これらの施策が今年度

から実行、推進されることになります。 

宮古島市の教育理念として「郷土の自然と文化に誇りを持ち、心豊かで、主体性、創造

性、国際性に富む人材の育成と生涯学習の振興」を掲げました。また、令和４年度宮古島市

教育委員会の学校における取組目標として、「資質・能力の育成」 「社会に開かれた教育課

程の編成」 「教職員の資質・能力の向上」 「学校における働き方改革の推進」を掲げ、加え

て「特別支援教育の推進」「幼小連携」等の課題にも取り組んで参ります。 

沖縄教育DXの推進、GIGAスクール構想の推進にも力をいれ、将来的に宮古島市のこ

どもたちを情報リテラシーに関して高い水準まで引き上げたいという思いを持っています。

同時に情報モラルも身に付けさせ、「超スマート社会」を生き抜くために必要不可欠なICT活

用能力を育みます。 

また、今年度で教員免許更新制度が廃止され、令和5年度から教員免許更新講習に代わ

る新たな研修制度がスタートいたします。宮古島市教育委員会として、より良い研修を提供

できるよう連携大学のご支援を頂きながら、無理のないよう取り組んで参ります。 

学校には学びを学校内で閉じることなく、地域資源を活用した創意ある教育課程の編成、

教科横断的な編成に取り組みながら、地域とともにある学校づくりを目指していただきたい

と思います。宮古島の各地域の豊かな資源を生かした、社会に開かれた学校運営には保護

者の皆様や地域の皆様のご支援、ご協力が必要です。引き続きお力添えをいただきますよ

うお願い申し上げます。 

地域の伝統行事の担い手が減少する中、一口に「地域文化の継承」といっても難しい部

分があります。しかしながら、それぞれの地域の文化が「宮古の文化」を形作っているので

す。地域の文化が継承されてこそ、宮古の文化に厚みが出てまいります。魅力的な宮古文化

として島内外に発信できるよう、その担い手となる子どもの育成にも努め、地域の方々のご

協力のもと「宮古を誇れる子ども」を育てて参りたいと考えています。令和4年度もどうぞよ

ろしくお願い申し上げます。  

    

                 宮古島市教育委員会     

                 教育長 大城 裕子  

 



 

 

５ 美ら島おきなわ文化祭 

 沖縄が本土に復帰し50年目を迎える今年、美ら島おきな
わ文化祭2022が沖縄県内の各市町村を舞台に行われます。 

 同文化祭の開催期間中、本市においても分野別フェス
ティバルとして、「詩（ことば）の祭典」をはじめ、多く
の催し物を行い、宮古島の文化を全国に発信します。 

 対象となる作品は現代詩ですが、今回の祭典では、詩を
より身近なもとのして親しんでもらうため、「詩（こと
ば）」と表現しております。  

 作品のテーマは、『海』～言霊 海を越えて～です。 

 多様な表情を見せ、多くの生命を育む「海」をテーマに
した作品を募集し、詩を通して 

「ことばのチカラ」を広く発信してまいります。 



 

 

６  第３次宮古島市教育ビジョンについて 


